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	会議名
	第２１期小金井市公民館企画実行委員の会議　第１１回

	事務局
	公民館　本館

	開催日時
	平成２３年７月５日（火）午前１０時から１１時４５分

	開催場所
	公民館本館

	出　席　委　員
	阿部委員、遠藤委員、末包委員、菅沼委員、福井委員

	欠　席　委　員
	野口委員

	事務局員
	渡辺社会教育主事、渡辺主事

	傍聴の可否
	　可
	傍聴者数
	

	傍聴不可・一部

不可の場合は、

その理由
	

	会議次第

	１（仮称）貫井北町地域センター市民検討委員会報告
２　主催事業について　
○子ども体験講座について
○地域センター施設研究講座について

○子どもの人権講座について
　○市民がつくる自主講座について
○次回の日程　９月６日（火）午前１０時から

　　　　　　　
　
司会　福井企画実行委員
　輪番で、今月は野口委員の番ですが、代わりに私が司会をいたします。
　それでは、報告からよろしくお願いします。
　渡辺（陽）：検討委員会のお話の前にご報告があります。和田主任が震災復興に係る仙台市支援派遣のメンバーに選ばれまして、１週間被災地に行っております。主な業務は、罹災証明の発行等です。留守の期間ご迷惑をおかけいたしますがよろしくお願いいたします。　
１（仮称）貫井北町地域センター市民検討委員会報告
渡辺（陽）： 実は３月に基本設計のまとめの委員会を行う予定でしたが震災の関係で行えず、各委員に基本設計概要版の案の内容を見ていただきました。６月２６日（日）に基本設計の承認と実施設計のタイムスケジュール（案）を説明させていただきました。主な議論としては、図書館の平面計画について、基本設計の積み残しがありましたので、議論いたしました。児童図書部分の充実の是非、ブラウジングコーナーと児童図書コーナーの位置関係、ボランティアルームのあり方などです。
阿部委員：児童館が近隣にありますが、そことの関係はどうなんでしょうか。北一開館の児童図書との関わりはどうなのですか。
渡辺（陽）：特に、児童館との関わりというわけではありませんが、近隣の学校、大学と連携して、というお話はいろいろ出ています。北一会館内の児童図書は、図書館ネットワークとは、まったく別のものです。町会施設は基本的に町会外の方に自由に開放しているものではありませんので、別と考えていただいて結構です。
２主催事業について

○子ども体験講座について
渡辺（も）：６月２５日（土）に野川の生き物観察会を実施いたしました。当日は、１人欠席がありましたが、３１人（子ども１８人、保護者１３人）の参加者がありました。講師は、森林インストラクターの方４人と阿部企画実行委員にお手伝いしていただきました。天候ですが雨の予報でしたが、午前中は何とかもち親子共々楽しく行う事ができました。参加された阿部委員から何かありますか。

阿部委員：楽しかったです。

末包委員：参加者は川に入って観察するのですか。

渡辺（も）：川に入ってザリガニや魚を取って観察します。
福井委員：参加者はやはり貫井南町や前原町からの参加が多いんでしょうか。

渡辺（も）：例年ですと、リピターが多く参加されるのですが今回は初めての方が多く貫井北町、緑町からの参加もありました。

次回は、１０月２９日（土）小金井公園で木の実の観察会を行う予定です。

○地域センター施設研究講座について
渡辺（陽）：昨年度の、「地域センター施設研究講座」に続く、２回目の講座となります。参加するのに、ウィークデーの昼は都合がつかないという方と、逆にウィークデーの方が都合が良いという希望がありまして、火曜日と土曜日に設定しました。内容を簡単に説明いたします。まず「居場所づくりゼミ」は、子どもに限らず様々な世代の交流ができたら良い、多世代の方々が交流できる居場所を目指そうという話になりました。次回以降、子どもの居場所と高齢者の生きがいづくりサークルなどを見学することも含めて企画することになりました。

「環境活動ゼミ」については、佐藤先生から壁面緑化や道沿いガーデンなどのお話しを聞きました。「情報の収集と発信ゼミ」は、地域情報にスポットをあてた内容でした。
菅沼委員：私は、次回には、環境ゼミに参加します。環境先進自
治体を掲げても、実態がなければと思いますので、今度地域セン
ターができるわけですから、それにふさわしい、あり方を考える
べきでしょう。
渡辺（陽）：

「文化・芸術ゼミ」では、地域の芸術・文化を活性化するためにどういう活動が必要か、また、地域の芸術家を育てるためにどういう活動があったらいいのかが話されました。
「地域根ざした図書館づくりゼミ」では、前回、“不自由”というキーワードが出され“不自由”は何も障害を持っている人を意味するだけのものではなく、高齢であったりすることも“不自由”という視点が必要という話ありました。図書館は、すべての人たちにとっての必要な情報提供が使命だけれど、特にいろいろな「不自由」をもった方たちにも優しい図書館のありかたや活動する方々をどうやって養成するのか、などが話されました。

福井委員：健康ゼミには、初回に太極拳の先生が参加いただき、
前回には、健康体操の碇先生が参加いただきました。100平米くらいの北町ホールの使い方として、健康体操を軸に、視聴覚や合唱など多目的な活動の場とするという話になりました。天高からして、球技は無理でしょう。それから、どんな活動がそこで出来るのかについて、話し合いました。
○子どもの人権講座について
　渡辺（陽）：講座の内容が決定しました。講座の柱は、４つです。
　一つは、「遊びについてとその意義」です。それから「子どもの虐待」。三つ目が、「生きる力を育てる学校」。また、「震災と子どもたち」をテーマとしました。
　　
　○市民がつくる自主講座について
　渡辺（陽）：１１団体から申請がありました。テーマは、
『子どものまち　ミニこがねい』、

『写真でたどる「多摩の戦争遺跡」』、　

『ベビーマッサージ』

『異世代交流会』、　

『みんなで！産後太り解消』、

『はじめての「源氏物語」』、

『語りと音楽の会』、

『ダンスの入り口　ワークショップ』　

『現代美術講座　～岡本太郎から現在まで～』　

『愉快な心と体をつくる”笑い気功 エクササイズ”』

『親子で作ろう　ハーブ＆アロマ 石けん』

ということで、非常に多彩な内容となっています。
菅沼委員：「子どものまち　ミニこがねい」の内容がどういうも
のになるのか、わかりませんが、公民館はどこでも、「子どもた
ちをどう呼び込むか」に力を入れている時、こういう企画はとて
もいいと思います。
渡辺（陽）：自主講座にあわせて、子どもたち自身の企画である
「こどものまちミニこがねい」を同時開催して、二日間館貸切の
イベントをやりたいという希望が出されています。ただ、全館使
用については、現状のところ、市といくつかの市民団体が協働す
るような大きなイベントの際のみの利用実績となっていますの
で、どうかという議論もあります。
阿部委員：私は、実施することに賛成です。実施することを前提
で、調整してみてはいかがでしょうか。
福井委員：児童館併設のセンターには、子どもまつりの開催ということもできるのですが、ここでは、子どものための「まつり」がないわけです。その意味では、こういうものもあっていいと思います。
菅沼委員：公民館は、大人のためのものだけではないわけで、「子
ども対象の企画は、児童館でやればいい」というものでもありま
せん。研究大会などでも、他市の公民館でも、子ども企画をどう
増やすのか、が大きな公民館のテーマとなっています。
阿部委員：成功するかどうかはわかりませんが、一回やっていた
だいて、それを見て、今後どうすればいいのか、みんなで話し合
えばいいと思います。
渡辺（陽）：みなさまのご意向は充分わかりましたので、担当と
協議してみたいと思います。
い
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